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ボーリング柱状図
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調 査 業 者 名 主任技師 現        場
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129.52 1.10 1.10

埋土
(FI)

128.22 1.30 2.40

ローム
(Lm)

127.17 1.05 3.45

軽石
(Pm)

126.62 0.55 4.00

火山灰質
粘性土
(V)

126.37 0.25 4.25 砂混じり
シルト
(M-S)

124.37 2.00 6.25

砂礫
(GS)

124.17 0.20 6.45 礫混じり
砂
(S-G)

119.22 4.95 11.40

砂礫
(GS)
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深度0.～1.0mはφ0-80mmの砕石
主体にシルト・ロームが混じる。
深度1.0m以深部は旧表土のシルト
。含水量中位。

含水量-中位～多位。
上部は有機物が混じる。下部に軽
石が混じる。

径2～5mm程度の鹿沼軽石。粒子
は指圧で潰れる。
含水量-中位～多位。

含水量-多位。粘着性を帯びる。

含水量-高位。軽砂分が多い。

最大礫径15cm内外の玉石が混じる
。
径10～100mm程度の亜円～円礫主
体。
マトリックスは砂主体に細粒分を
含む。

軽砂分主体。径15～30mm程度の
礫が混じる。
最大礫径15cm内外の玉石が混じる
。
径10～100mm程度の円礫が主体。
マトリックスは細粒分混じり砂。
9.0m付近より含水量が部分的に多
い。
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